中国上海郊外における農業廃棄物の特性及び好気性コンポストと嫌気性消化プロセスとの比較に関する研究 by 銭 暁雍 & QIAN Xiaoyong
Study on Characteristics of Agricultural
Wastes and Comparison between Aerobic
Composting and Anaerobic Digestion Processes











氏名（本籍）      銭 暁雍 （ 中国 ） 
 
学位の種類      博 士（環境学） 
 
学位記番号      博 甲 第 7124 号 
 
学位授与年月日    平成２６年 ７月２５日 
 
学位授与の要件    学位規則第４条第 1 項該当 
 
審査研究科      生命環境科学研究科 
学位論文題目 Study on Characteristics of Agricultural Wastes and Comparison between Aerobic 
Composting and Anaerobic Digestion Processes in Shanghai Suburbs, China 
（中国上海郊外における農業廃棄物の特性及び好気性コンポストと嫌気性消化プロセスとの比較
に関する研究） 
主査       筑波大学教授      博士（農学）    張 振亜 
副査       筑波大学准教授     博士（学術）    水野谷 剛 
副査       筑波大学准教授     工学博士         雷 中方 
副査       筑波大学准教授     博士（生物工学）   楊 英男 
副査       南京大学教授       博士（農学）    崔 益斌 
 
 
























の場合、嫌気性メタン発酵プロセスは一次反応モデルに適合し、種汚泥投入量1.2%, 2.4% そして 4.8% (TS 
ベース)の場合、バイオガス生成率定数、バイオガス収率およびバイオガス生産性はそれぞれ
0.0291-0.0314 d-1、286-297 L kg-1 TS及び769-773 L kg-1 TSであった。種汚泥投入のない場合と比べそ
れぞれ40-51 %、3-7 %と7-8 %増加したことが分かった。 
アルカリ前処理した稲わらの場合、バイオガス生産の促進が見られ、バイオガス収率やバイオガス生
産性はそれぞれ355-357 L kg-1 TS、679-699 L kg-1 TSと、前処理しない場合と比べそれぞれ26-27 %と3-6 %
増加した。その場合の嫌気性消化プロセスは二段階一次動力学モデルに適合した。 
最後に、LCA評価法を用いて、日処理量10トンのコンポスト及び嫌気性消化プロセスを評価した。世界
























平成 26年 6月 9日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審
査委員全員によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
